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２００６年　９月号

◎活動状況

・有機栽培実証ほ（水稲・ネギ）生育順調
・渡辺小の「田んぼの学校」　その６
・福島県高(こう)病原性鳥インフルエンザ
いわき地方対策本部担当課長等会議が開
催されました
・ＪＡいわき市梨(なし)部会全員１５３名が
エコファーマーに
・いわき地方“緑”と“農”のイベント情報発
行！
・集落営農塾が開講！

◎トピックス

・皆川食糧部長農政講演会が開催されまし
た
・田舎暮らし体験で、農山村の活性化を！
　～出先機関連携事業「プレIターン」モデル
事業を実施

news1

○有機栽培実証ほ（水稲・ネギ）生育順調

　いわき農林事務所では、今年度から水稲とネギの有機栽培実証ほを設け、栽培技術の実
証や普及推進を図っています。現在の各実証ほの状況をご紹介します。
　水稲は、長かった梅雨の影響を軽減し体質強化を図るため、７月下旬から８月中旬にかけて
、認可された食酢等資材の散布を４回行いました。有機栽培の稲は、一般のほ場に比べて草
丈が長く、葉色も濃いのが特徴となっています。８月７日には走り穂が見られ、同１７日には出
穂期を迎えました。出穂にはややバラツキがありますが、順調な生育となっています。
　ネギは、７月３１日に追肥(ついひ)を行いました。また、８月に入ってからはハキダメギクやメ
ヒシバなどの除草をまめに行っています。梅雨明けに伴い湿害による欠株や病害虫の発生も
一段落(ひとだんらく)し、淡かった葉色も順調に回復して新葉の葉先枯(はさきか)れも見られ
なくなっています。６～７月の長雨と日照不足による生育ムラは依然見られますが、一般のネ
ギと比べても遜色のない良好な生育となっています。

有機栽培水稲の生育有機栽培ネギの生育 有機栽培ネギの生育

news2

○渡辺小の「田んぼの学校」 その６



○渡辺小の「田んぼの学校」　その６

　「田んぼの学校」は、いわき市立渡辺小学校を含む県内８箇
所の小学校において、現在実施されております。それぞれの小
学校の児童たちが作成した『田んぼの学校新聞』が、７月２７日
に発行されました。『田んぼの学校やまなみっこ新聞』は、県い
わき合同庁舎３階掲示板に掲載されておりますので、近くへお
寄りの際は、ぜひご覧ください。
　また、第２号（１１月下旬）、第３号（来年１月下旬）も順次発行
されますので、そちらもお楽しみに！

田んぼの学校やまなみっこ新聞
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○福島県 高(こう )病原性鳥インフルエンザいわき地方対
策本部担当課長等会議が開催されました

　８月１１日、福島県高(こう)病原性鳥インフルエンザいわき地方対策本部担当課長等会議を
開催しました。
　国内では、６月２３日に隣接する茨城県で鳥インフルエンザ清浄化宣言がなされましたが、
海外に目を向けると、依然としてＨ５Ｎ１亜型高(こう)病原性鳥インフルエンザが世界規模で
発生しています。東南アジアでは人への感染や死亡例が報告されており、ウイルスの突然変
異により人から人へ感染する「新型インフルエンザ」の流行が懸念され、国際獣疫事務局（ＯＩ
Ｅ）では監視活動を強化しています。
　このような情勢を受け、会議では、茨城県での鳥インフルエンザ発生から清浄(せいじょう)
化宣言までの経過や海外での発生状況を確認した上で、昨年末に設置した当本部の体制を
見直し、内外の発生状況等を踏まえて柔軟に対応できるようにするとともに、防疫作業マニュ
アルの再検討を行いました。
　また、長時間にわたる防疫作業などで人への感染の可能性もあることから、いわき市保健
所から防疫作業従事者の健康対策が説明されました。
　万が一、県内で鳥インフルエンザが確認されたときには、副知事を本部長とする福島県高(
こう)病原性鳥インフルエンザ対策本部が、また地方組織として農林事務所長を本部長とする
地方対策本部が設置され、家畜の防疫対策や食の安全・安心の確保、畜産農家への支援等
の対策を行います。

○ＪＡいわき市 梨(なし )部会全員１５３名がエコファー
マーに
　８月２２日、ＪＡいわき市梨(なし)選果場でエコファーマー認定証交付式が開かれ、１５２名の
方々が新たにエコファーマーに認定されました。昨年認定された１名とあわせて、梨(なし)部
会の１５３名全員がエコファーマーになりました。
　引き続き、梨(なし)選果場操業開始式が行われ、生産者や関係機関、報道機関が見守る
なか、待望の今年初の県産ナシがトラックで出荷されました。
　いわき地方のナシは、光センサー選果で糖度が高く「サンシャインいわき梨(なし)」のブラン
ドで有名ですが、フェロモン剤による殺虫剤の削減など環境にやさしい農業に取り組んでおり
、部会員全員がエコファーマーに認定されたことで、ブランドの名声をますます高めることが期
待されます。
　今回の認定で、いわき地方のエコファーマー認定件数は、４４２件に達しました。こうした部
会ぐるみのエコファーマー認定がさらに広がっていくものと期待されます。



エコファーマー認定証交付式
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○いわき地方“緑”と“農”のイベント情報発行！

　食の安全・安心や森林環境等に関心が高まる中、県では環境にやさし
い農業や県民一人ひとりが参画する森林づくりなどを推進しています。い
わき農林事務所では、これらの取組みを推進させることを目的に、いわ
き地方に在住の皆様を対象に「食」や「農業」さらには「森林林業」に関
するイベントを次のとおり開催します。
　皆様ふるってご参加頂きますようお願い申し上げます。

↑イベント情報へ

news6

○集落営農塾が開講！

　８月２８日、いわきワシントンホテル椿山荘で、集落
営農塾開講式と第１回の講座が行われ、地域のリー
ダーである農業者等約５０人が参加しました。
　この塾は、いわき市地域担い手育成支援協議会の
主催で、品目横断的経営安定対策の対象となる集
落営農組織の育成を目指して、大学教授や税理士
などの専門家を講師に９月２６日まで６回にわたって
開かれます。地域のリーダーである受講者の方々を
通じて集落営農への理解が広がるものと期待されま
す。
　まず、いわき市地域担い手育成総合支援協議会の
高木(たかぎ)会長（ＪＡいわき市経営管理委員会会
長）があいさつし、品目横断的経営安定対策等の農政の大転換が行われるなかで、誰を担い
 手に、どのような形で集積を行うか、集落営農ビジョンをつくろうと訴えました。
　引き続き、第１回の講座が行われました。
　はじめに、秋田県の特定農業法人の先進事例がビデオ上映されました。機械の共同利用で
経費を削減し、園芸部門で女性や高齢者が生き生きと働く姿が紹介されました。
　次に、「みんなでつくる２１世紀の永井の農業」と題して、いわき市の永井地区営農改善組合
の藁谷組合長が、基盤整備をきっかけに担い手に農地を集積し、転作ソバを農家そば屋で販
売し地域活性化に取り組んでいる事例を発表しました。身近な地域の先進事例を受講者はう
なずきながら熱心に聞いていました。
　最後に、山形大学の楠本教授が講演を行い、集落営農は個人大規模経営よりも小さい経営
リスクで規模拡大による経費削減が可能であること、経費削減にとどまらず高齢者や女性の
力を活用して、複合部門・加工・直売等で農産物の付加価値と地域の活力も高めることがで
きると語りました。受講者は集落営農の可能性について理解を深めたようでした

楠本教授講演の様子
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○皆川食糧部長農政講演会が開催されました

　８月１１日、いわき新舞子ハイツにおいて農林水産
省総合食料局食糧部長　皆川芳嗣氏をお迎えして
農政講演会が開催されました。
　皆川部長は、いわき市久ノ浜(ひさのはま)町の出
身で農林水産省に入省後(ご)、数々の要職を歴任
され、現在は日本のみならず世界的視野に立って
食糧問題に携わっておられます。
　開会の後、主催者を代表して土地連いわき支部　
若松支部長から、また、来賓を代表して岩城参議院



若松支部長 、 、来賓を代表 岩城参議院
議員農林水産委員長からそれぞれ挨拶を頂きまし
た。
　講演は「農政改革とＷＴＯ」と題して、２００７年（平
成１９年）から導入される経営所得安定対策等大綱の内容や、ＷＴＯをめぐる国内外の情勢な
どについて分かりやすく説明され、出席された方々は今後の食糧問題をめぐる話題について、
熱心に耳を傾けていました。

開会式の様子

news8

○田舎暮らし体験で、農山村の活性化を！
～出先機関連携事業「プレIターン」モデル事業を実施
～

　いわき市の中(ちゅう)山間地域では、市内の平坦
部に比べて高齢化や人口の減少等が進んでいます。
一方、都会では、自然を求め田舎で休暇を過ごしたい
、田舎暮らしをしたい、という方(かた)が増えています
。
　そこで、いわき地方の中(ちゅう)山間地域での宿泊
体験等によりＩターンを促進するため、「プレＩターン事業
」が実施されました。本事業は、いわき地方の県出先
機関・市・地元の地域づくり団体から成る、「プレＩター
ン推進事業実行委員会」が主体となって行われました
。
　８月２６・２７(にじゅうしち)日に川前町(かわまえまち
)の「いわきの郷鬼ヶ城」をメイン会場に行われ、首都圏からの参加者を中心に子供連れの家
族や中高年夫婦の方(かた)など、６組２０人が参加しました。参加者は、農家に宿泊しながら
、農作業体験、魚釣りなどを体験したほか、交流会では地元の方々との意見交換を行いまし
た。
　参加者は田舎暮らしを満喫した様子で、子供達の夏休み最後の良い体験となっただけでは
なく、今後の定住促進・二地域居住にはずみがつくものと期待されます。

農作業体験の様子
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